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型式　PWLC-SKAⅢ

型式　PWLC-SKBⅢ





SK センサー ( 埋設型 )　SKAⅢ

SK センサー ( 挟み込み型 )　SKBⅢ
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Ⅲ

・ チューブの末端は閉塞しないで必ず大気開放して下さい。

・ リード線は電線管に通して引き出して下さい。

　0.5ｓｑ×4ｃでケーブル外径Φ11 です。

　本体側でゆとりを持たせていますので

　無理に引き出さないで下さい。
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Ⅲ

・ チューブの末端は閉塞しないで必ず大気開放して下さい。

・ リード線は電線管に通して引き出して下さい。

　0.5ｓｑ×4ｃげケーブル外径Φ11 です。 ( 通気チューブ 2本一体型 )

　本体側でゆとりを持たせていますので無理に引き出さないで下さい。



・ 付属のフレキ管は長さ 1ｍです。

　現地施工電線管と付属フレキ管は

　必ず水面より上で接続して下さい。



0.5sq×4c（本数4芯） でケーブル外径Φ7です。



・ 水位コントローラをろ過装置などの盤に組み込まず

　単独で水位制御盤を動作させる場合は、

　別売の圧力センサー式水位制御盤をご使用下さい。

・ 延長ケーブルを接合する場合は必ずプルボックスを設置して下さい。

・ プルボックスには通気孔を空けて下さい。

・ プルボックスの設置場所が多湿環境の場合、

　通気孔無しで延長し乾燥領域で管末を開放して下さい。

・ チューブの末端はテープ等で閉塞しないで下さい。



　　　　　 キーで P8 を指定し　　　　で現在値を表示

　　

　　




